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『わくわくと感動と
　思いやりの心で
　　　奉仕しよう』
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「並行在来線の概要と利用促進策の取組」
株式会社ハピリンふくい　社長

小  川   俊  昭    様
ボーカル

クリスマスジャズライブ
江  川　ユ ミ コ　様
瀬  戸　れ い 子   様

わくわくする例会 文化芸術プログラム

　その前に、社会奉仕委員会の事業「ドローン体験教
室」と「みんながまる展」についてお願いなどございま
す。明日、10日の午後よりドローン体験教室をユーカ
ルさばえ（勤労青少年ホーム）にて開催されます。約40
名の参加する子供たちにわくわくする体験をさせてあ
げたいと思いますので、ご参加の皆様よろしくお願い
します。
　また、「みんながまる展」につきましては、本年度に
入り5回の実行委員会を開催しております。RC以外の
方加藤さん、谷内さん、吉﨑さんを招いて昨年より更に
良い展示会にしたいとご協力いただいております。RC
から野中委員長、帰山直前会長、瀧谷会員に私の4名
が実行委員として入っております。そして、会員の皆さ
んにもご協力をいただきたいと思います。まずは、出品
の申込です。お知り合いの方に障がいを持たれている
方などいらっしゃいましたら、出品を勧めていただけ
れば幸いです。また搬入や搬出のお手伝いや受付の
お手伝いも是非、ご協力いただきたいと思います。
　年次総会を開催します。
　この総会において、当クラブ細則第3条1節にもとづ
き、前週の12月第1例会にて指名された、次々年度会
長及び次年度理事について、総会の参加の会員により
採決を行い、選出したいと思います。
なお、採決については、その定数を超えていないため
口頭による採決でお願いしたいと思いますが、それで
ご異議ないでしょうか。
異議がないようですので口頭により採決を行います。
　最初に、次々年度会長候補者のご承認を求めます。
候補者は、吉田俊博会員です。ご承認いただける方の
挙手を求めます。
　ありがとうございました。全会一致を以て、次々年度
会長に吉田俊博会員が承認されました。
　次に次年度理事・役員候補者の承認を求めます。候
補者は、理事に 笹尾昌敬会員、西尾俊一会員、帰山明

ロータリーソング

卓話

テーマ

会　長　の　時　間

幹　事　報　告

佐 野 直 美　
         会 員

野呂　和夫　幹事
 　先週の理事会にて、地区の
方から2023学年度の米山奨
学生受け入れクラブをどうす
るかの問い合わせが来ていま

す。今年度は岩尾カウンセラーがチ君を受け入れてい
ただきました。新年度はどうしますかとの問い合わせ
です。もし引き受けていただける方がおられましたら、
会長・幹事までお知らせください。また、カウンセラー
の内容などお知りになりたい方は、岩尾会員の方まで、
お尋ねになられた方が早いかと思われます。

大橋  良史　会長
　例会前にインフル
エンザの予防接種
を会員サービスの
為させていただきま
した。木村明先生を

はじめ木村病院の皆様ありがとうございまし
た。
　コロナもまだ広がっておりますが、オミク
ロンと比べるとインフルエンザの方が怖い
とお聞きします。今年の冬は大流行するとい
う情報もありますので、しっかり予防に努め
たいと思います。
　さて、本日は年次総会でありますが、この
会長の時間でさせていただきたいと思いま
す。

開 会 点 鐘
四 つ の テ ス ト
ロ ー タ リ ー ソ ン グ
会 長 の 時 間
幹 事 報 告 等
プ ロ グ ラ ム
閉 会 点 鐘

朗会員、瀧ヶ花秀晃会員、野中敏昭会員、清水康弘会
員、以上の6名です。会計に黒田敏夫会員、副幹事に梅
田吉臣会員となります。
　では、以上の理事役員候補者につきまして、ご承認い
ただける方の挙手を求めます。
ありがとうございました。全員の賛成をもって、次年度
理事役員が承認されました。
　では、ここで次々年度会長　吉田俊博会員にご挨拶
をお願いいたします。

　吉田俊博
　　次々年度会長挨拶
　只今、次々年度の会長にご
指名をいただき、ありがとうご
ざいます。
　私は入会８年目で、ロータリ

ーの何たるかを全く知りません。順番だということでお
受けしましたが、体調の事が心配ですが、思い切ってお
引き受けすることに致しました。やるからには、楽しいロ
ータリーになるように頑張りますので、皆様方のご協力
のほどよろしくお願いいたします。

忘年夜間例会
会場：天狗楼
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大橋　良史　会員
野呂　和夫　会員
窪田　健一　会員
小淵　洋治　会員
幸道　森市　会員
田村　康夫　会員
岡本　圭子　会員
齋藤 多久馬   会員
梅田　吉臣　会員
佐野　直美　会員
野中　敏昭　会員
笹尾　昌敬　会員

小川様をお迎えして　木村先生インフルエンザの予防接種ありがとうございます

小川様の卓話を楽しみに

変わらず元気です　年末が近づきました

皆様のご厚情ありがとうございます

毎週欠かさずニコニコありがとうございます。年度前半あと2回です

小川様をお迎えして

  〃  

  〃

　〃　

　〃　今朝3人目の孫が誕生しました。明日のドローン教室の成功を願って

誕生祝いをいただいて　ドローン教室　明日です。よろしくお願いします

誕生祝を頂いて、木村先生にインフルエンザワクチンを打っていただき、小川様の卓話に期待して

「並行在来線の概要と利用促進策の取組」
株式会社ハピリンふくい　社長

小  川   俊  昭    様

ニコニコ箱発表
幸道　森市
ニコニコ委員長

テーマ

委　員　会　報　告
野中　敏昭　社会奉仕委員長
　明日、12月10日12：30～17：00ユーカルさばえ
体育館に於いて「ドローン体験教室」を開催します。
　お手伝いいただける会員の皆様は、12：20に現
地集合でお願いします。
　　「ドローン体験教室」
　12月10日（土）ユーカルさばえ（勤労者青少年ホー
ム）に於いて、第1部13：00～14：30（13名）、第2部15
：00～16：30（20名）の鯖江市内子どもたちが、(有)エ
ルダーシステムコンサルタンツ様のご指導により、楽し
い時間を過ごしました。　【子どもアンケートより】

・ドローンのそうさはむずかしかったけどたのしかったです。ドローン体験教室
にきてよかったです。（惜陰小3年）
・初めてドローンにさわれたのでよかったです。家でも
今日のドローンよりも少し大きいドローンをやったこと
があったけど上手くできず、今日もなっとくのいくそう
じゅうはできなかったけれど、上手くできたのでよかっ
たです。（中河小5年）

第
一
部

第
二
部

卓　話

卓話者紹介　田村　康夫　プログラム委員長
　今日は、株式会社ハピラインふくいの小川社長に
来ていただきました。小川さんは、元々国鉄の職員で
ありまして、民営化の時に福井県庁に入られ、土木部
長を最後にお辞めになられました。

　後1年ちょっとで新幹線が開業されますが、並行在来線が民営化されると
いうことで、「㈱ハピラインふくい」の社長に就任されました。
　今日は楽しみにしています。ご清聴よろしくお願いいたします。

卓話者　㈱ハピラインふくい
　　　　　社長　小川　俊昭　様
テーマ　「地域に愛される県民鉄道会社をめざして」
※ハピライン区間（JRからの経営分離区間）の現状　
　北陸新幹線の並行在来線沿線は、石川県大聖寺

駅から敦賀までの84.3ｋｍ、18駅（大聖寺駅除く）区間です。沿線市町は
（６市１町）福井市、敦賀市、鯖江市、あわら市、越前市、坂井市、南越前町
で、普通列車乗車人員は約２万人/日（Ｒ１）です。
※ダイヤ運航の現状および計画イメージ
　敦賀⇔牛ノ谷の区間を「㈱ハピラインふくい」が、上下102本/日⇒126
本/日の、24本増で運行予定で、時間帯ごとの利便性向上策を講じていま
す。朝（6～8時台）：福井発着７本増（内快速４本）。夕（17～20時台）：快
速4本増。昼（9～14時台）2本/時に増便（13本増）
※運賃水準および経営安定化策として、①運賃水準（JRとの比）＝1～5年
目、定期外・通勤定期：1.15倍、通学定期1.05倍。6～11年目、定期外・通
勤定期：1.2倍、通学定期1.05倍の水準。②利用者数目標＝R6年2万人、
R11年1.9万人、R16年1.8万人（人口減少による利用者減が予測）です。
③収支見込＝R6：▲7.3億円。R16:▲6億円。R6～16累計＝▲70億円で
す。開業時の収支不足の補填のため「経営安定基金」を創設しました。基
金総額は70億円とし、県（50％）と沿線市町（50％）が拠出することとなり
ました。
※利用促進に向けた取組みについて
①意見交換会の実施、会社名の公募など：「㈱ハピラインふくい」
②通勤、通学等の日常生活での利用促進
③サポーターズクラブの設置
④駅および駅周辺の環境美化等
※新駅の設置
【これまでの取組み】
・令和２年度に、福井市、鯖江市、越前市が新駅整備可能性調査（候補地
の選定、駅利用者数の算定、駅施設の配置、概算事業費の算出など）実施
【これからの取組み】
・令和４年２月に、越前市から新駅整備に関する要望を受け、開業後速や
かに工事着手できるよう、令和４年度に基本設計を実施
福井～森田間の３候補地空の選定（武生～鯖江間のサンドーム福井付
近、王子保～武生間の武生商工高校付近）
・越前市が実施する駅前広場等の整備と連携
※駅を中心としたまちづくり
【経営計画】
①既存駅のモデルチェンジ（駅舎内空きスペースの活用など）
②駅へのアクセス向上等（パーク＆ライド駐車場の拡充、二次交通の充
実、改札口の新設等）
③駅を中心に都市機能の集約や居住誘導（「駅まち魅力づくり支援事業」
など市町の計画へ参画）
※便利なダイヤ編成

【経営計画】
・誰もが利用しやすいダイヤの編成
・新幹線やJR在来線、地域鉄道、バスとの接続利便性を確保
・増便・快速列車の運行：現行102本/日⇒126本/日（内快速８本/日）
　パターンダイヤ化：毎時一定時刻に駅を発着するダイヤ
【これからの取組み】
・経営計画に記載の運行計画を踏まえた想定ダイヤの作成
・想定ダイヤを基にJR,IR等と協議するほか、市町や関係機関とも情報を共
有
※地域鉄道など他の交通事業者との連携
【経営計画】
・地域鉄道等との連携（共通フリー切符や企画切符の発行、イベント共同
開催など）
・交通事業者等との連携（バス会社、JR,IRいしかわ鉄道と連携した広域的
な取組など）
【これからの取組み】
・共同の企画切符やイベントなど先行事例の調査・研究
・えちぜん鉄道や福井鉄道と資材の共有調達など事業連携した広域的な
取組など）「地域に愛される県民鉄道会社を目指します」


